
３R、４R、６R・・・？R の巻 

 

ごみまるです。 

 

今回は色々な「R」についてお話しさせてください。 

 

日々の運動だったり、勉強だったりと、毎日の積みかさねが、やがて大きな成果

につながることってありますよね。 

ごみの減量、３R への取り組みもまさに毎日の積みかさねが大切だと思うんで

す。 

 

リデュース（ごみを減らす）、リユース（くり返し使う）、リサイクル（ごみを資

源とする）。 

ひとりひとりの１日の取り組みによる成果は少しでも、これが毎日、毎月、毎年

となれば必ず大きな成果につながると思うんです。 

 

リデュース、リユース、リサイクル、リデュース、リユース、リサイクル、リデ

ュース、リユース、リサイクル、リデュー・・・ 

 

・・・けれども、毎日こつこつって言うのは簡単でも、三日坊主になっちゃった

ってこともありますよね・・・ 

 

そんな時は気分転換です！ 

新しい視点、違う切り口でごみの減量に取り組んでみましょう！！！ 

 

最近は、3Ｒに Refuse（リフューズ・不要なもの、余計なものを断ること）を

加えた４Ｒや、さらに Return（リターン・プラスチック容器の店頭回収を利用）、

Recover（リカバー・清掃活動に参加する）を加えた 6Ｒなんてキーワードも

あるそうです。 

また、リターン、リカバーではなく、Rot（ロット・堆肥化）、Repair（リペア・

修繕）を加えて６R ということもあるそうですよ。 

 

3Ｒにつかれたぁ、あきちゃったぁ・・・そんな時は、新たなＲを取り入れてみ

てはいかがでしょう？ 

 

自分なりの「Ｒ」（ごみ減量の取り組み、工夫）を見つけるのも、ごみ減量の楽



しみになるかもしれませんよ。 

 

いつの間にか、日々の行動ぜんぶが「R」に結び付いていた！なんて日が来ると

すてきですね。 

 

【ごみまる放談について】 
「ごみまる放談」は環境問題への興味、関心を持っていただくための導入部

分として作成いたしました。 
広い年齢層に気軽に読んでいただくことに主眼を置いたため、話し言葉や多

少ふざけた表現が含まれております。 
不明瞭、不適切などのお気づきの点がございましたら、資源循環課減量推進

係（電話０４８－２２８－５３７０）までご指摘いただければ幸いです。 

 


